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第６１回会員景況調査

【概況】　　—　景況感　全業種で緩やかな回復基調　—
　年２回会員の皆様にご協力を頂き実施している景況調査の令和６年３月分（会員企業２

５０社より回答）がこのほどまとまった。全業種平均の景況感では、「良い・やや良い」の数

値は２２.４％（前回１１.３％）で１１.１ポイント増加し、「悪い・やや悪い」の数値は４４.

０％（前回４８.４％）と４.４ポイント減少となった。

　　業種別における「良い・やや良い」は製造業で２４.６％（前回調査６.５％）、卸小売

（飲食含）で４０.４％（前回調査２０.３％）、建設業で８.７％（前回調査６.８％）、

サービス業その他で１５.３％（前回調査８.９％）と全業種でポイントが増加する結果と

なった。

≪景況感≫



≪売上高≫

　対前年売上高では、「ほとんど変わら

ない」が３３.６％と最も多く、次いで

「１～３０％下落」が２９.２％となっ

た。「１～３０％下落」では卸小売（飲食

含）が３６.８％、製造業で３０.４％と最

も多い結果となった。

「ほとんど変わらない」では、サービス業

その他が３９.７％（前回調査３９.２％）

で０.５ポイント増加、建設業が３４.８％

（前回調査２５.０％）で、９.８ポイント

増加、卸小売（飲食含）が３１.６％（前

回調査３３.８％）で２.２ポイント減少、

製造業２７.５％（前回調査３１.１％）と

なり３.６ポイント減少となった。

≪景気・売上高の見通し≫

　この先の景況感予測では、全業種平

均で「横ばい」が４８.０％（前回調査

５２.３％）で前回より４.３ポイント

減少し、「少し悪くなる・最悪になる」

が３１.２％（前回調査２８．３％）

で、２.９ポイント増加し、「かなり良

くなる・少し良くなる」は２０.０％で

（前回調査１８.６％）、１.４ポイン

ト増加した。

また、この先の売上高予測においては

「ほとんど変わらない」は４６.８％

（前回調査４７.３％）で、０.５ポイ

ント減少する結果となった。
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